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大阪府 S 市の住民台帳を基に，性年齢階級で層化して30'"'-'79歳の男女12 ， 200人を無作為に抽出し，循環器検診の受診
を勧奨した結果，平成 4 年度ないし 5 年度に5 ， 284人が受診した。 OGTT の実施対象は空腹時受診が可能な午前コース
の受診者2 ， 450人としたが，その中で糖尿病服薬者等を除いた2 ， 147人(男1 ， 043人，女1 ， 104人)に OGTT を実施した。














(2)健常者の95%タイル値を基に求めたインスリン面積の推定上限値 (μU/ml.H) は， 30""'-'59歳の男120，女115 ， 60"'-'79 
歳の男150，女135であり，高齢群で高かった。本上限値を越える者を高インスリン血症者とすると，その頻度は30""'-'59
歳の男16%，女10% ， 60""'-'79歳の男10%，女12%であった。
(3)高インスリン血症者の割合は，血糖面積 (mg/dl • H) が400 までは血糖面積が大きい区分ほど高くなる傾向を示し
たが，糖尿病型を示す者が多くを占める 400以上の区分ではそれより血糖面積が小さい区分より低かった。





(6)BMI とウエスト・ヒップ比の 3 分位数を用いて対象を 9 区分に分け，インスリン面積と肥満指標との関連を詳細に









本研究の目的は，わが国の都市の一般住民を対象に75 g ぶどう糖経口負荷試験(以下 OGTT と略す)を実施し，血
清インスリン値を測定することにより，血清インスリン値の分布と高値者の頻度，および血清インスリン値と関連す
る要因を明らかにすることである。
大阪府 S 市の住民から無作為に抽出した30歳から 79歳の男女12 ， 200人に対して，循環器検診の受診案内を郵送した。










(4)インスリン面積と関連する要因について分析した結果，血糖面積と Body Mass lndex は男女の各年齢区分に共通し
てインスリン面積と有意な関連を示した。男の壮年群ではさらにウエスト・ヒップ比が有意な関連を示した。
以上，本研究によりわが国の都市住民における血清インスリン値の分布と高インスリン血症者の頻度，および血清
インスリン値と関連する要因として肥満 (Body Mass lndex とウエスト・ヒップ比)の関与が大きいことを明らかに
した。本研究は，わが国の一般住民を対象とした貴重な研究成績であり，学位に値すると考える。
